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研究成果の概要（和文）：認知症の危険因子としてライフイベントのような社会心理的要因の影響が考えられる
が、ライフイベントとの関連は明らかにされていない。特に、発症時期の差をもたらす一因としては高齢者のフ
レイル状態等、健康状態による違いが考えられるが、フレイルとライフイベントとのエビデンスは少ない。
そこで本研究では、高齢者機能健診を用い、高齢者におけるライフイベントの実態とフレイルとの関連を明らか
にした。その結果、ネガティブライフイベントがあり、ポジティブライフイベントが少ないことはフレイルとの
関連が見られた。縦断研究による脳委縮との関連は明らかにできなかったものの、さらなる追跡検討が必要と考
えられえる。

研究成果の概要（英文）：Sociopsychological factors such as life events may be risk factors for 
dementia, but the relationship between life events and dementia is unclear. In particular, 
differences in health status, such as frailty in older people, may contribute to differences in the 
timing of dementia onset. However, there is little evidence of an association between frailty and 
life events.
The study used the Functional Health Check-up for the older adults to determine the relationship 
between life events and frailty among older people. The results showed that having negative life 
events and fewer positive life events was associated with frailty. Although the longitudinal study 
found no association with brain atrophy, further research is needed.
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
高齢者におけるフレイル、認知症発症は世界的にも緊要な課題である一方、ライフイベン
トとの研究は少なく科学的根拠が乏しい。ストレスの多いライフイベントは生涯で誰しも生じることであり、イ
ベント発生後のアプローチはその後の障害発症を抑制・遅延できる重要な視点と考えられる。本研究が実施によ
り、高齢者におけるライフイベントと身体機能について知見が提案できた。今後、老年学系のジャーナルに投稿
を進める。
ライフイベント発生は高齢者における健康状態に影響する可能性があり、これらの発生による介入の必要性、ま
た、国民への【ライフイベント発生後のアプローチ】に科学的な根拠の高い情報発信ができると考える。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 

 

65歳以上の高齢者の人口は 28.４％と上昇しており、この 10年間で高齢の単身者の世帯、

夫婦のみの世帯はそれに伴って倍増していくことが予想されている（総務書統計局）。今後

の単身世帯数について、国立社会保障・人口問題研究所の将来推計をみると、2030 年の単

身世帯数は 1872 万世帯になるとみられている。年齢層別にみると、20 代～40 代の単身世

帯数が減少する一方で、中高年や高齢者の単身世帯数が増えることが予想されており、年齢

階層による増減が大きく、社会に与える影響は大きい。その理由としては、長寿化の影響と

団塊の世代の後期高齢化である。また、こどもとの別居、ライフスタイルの変化による未婚

化の進展が一因と考えられる。さらに、退職や加齢に伴うパートナーや友人の死亡等のライ

フイベントによる変化が加えられ、健康および移動制限の増加による要介護状態、孤独

(loneliness)、社会的孤立(social isolation)になる可能性が高くなる（Wrzus C et al, Psychol Bull. 

2013; Pino L, et al, GGI, 2014; Tang F, Lee S, Res. Aging, 2011 Von Hipeel W, et al Psychol Aging, 

2004）。 

生活上のストレスの大きい出来事は、高齢期のように特に大きな変化を経験している人

生の段階で、脳に有害な影響を与えると考えられている(Andersen SL, T, et al. Trends in 

Neurosciences. 2008; Cohen RA, et al. Biological Psychiatry. 2006 )。加齢に伴う脳の可塑性に関

する動物の研究では、特に海馬と前頭前野の両方でストレス後の樹状突起萎縮を引き起こ

し、可塑性が欠如すると示している(Sapolsky RM. Neurochemical Research.2003)。高齢期では

ストレスに対する脆弱性が高く、例えば配偶者の喪失などの出来事が生じた場合、老化によ

る脳の可塑性の低下により、他の年代に比べて脳機能における負の影響が大きい可能性が

ある(Sapolsky RM. Neurochemical Research.2003)。近年、行われたメターアナリシスによると、

外傷後ストレス障害（PTSD）は、他の精神疾患よりも心理的ならびに生理的反応の密接な

相互依存性を示している。PTSDの場合、認知テストのパフォーマンスの低下は、PTSD の

ない人と比較して低く、認知機能の悪化のリスク要因ともなり得る。しかし、高齢期の社会

心理的ストレス（psychological stress）の多いライフイベントが認知機能および脳萎縮にどの

ような影響を与えるかは不明である。 

 一方、フレイルは、加齢に伴う多臓器にわたる生理的機能低下等により予備能が欠如され

ることで、ストレスに対する脆弱性が出現した状態であり、障害、生活の質の低下、入院な

どの重要な予後因子とされる。また、先行研究によると、有病率は 65歳から 69歳では 5.6％

に対して 80歳以上では 34.9％に達し、加齢に伴う増加がみられる。高齢者の人口増加が予

測されるなか、超高齢社会である日本において健康寿命の延伸を推進するにあたって欠か

せない大変重要な概念と考えられる。フレイルは、多面的な要因により発症するため、社会

心理的ストレスの多いライフイベントとの関連の検討が必要である。しかし、これらの検討

はまだ十分に確立されていない。 

 

 

２．研究の目的 

本研究の目的は地域在住高齢者を対象とした大規模コホート研究を用い、社会心理的ス



トレスの多いライフイベントとフレイルとの関連および認知機能、脳萎縮に及ぼす影響に

ついて明らかにする。具体的には、地域在住高齢者を対象とし、ライフイベントの関連要因

およびフレイルとの関係を明らかにすること、また、ライフイベントの発生が認知機能に及

ぼす影響を明らかにする。 

 

 

３．研究の方法 

当研究では、NCGG-SGS（National Center for Geriatrics and Gerontology-Study of 

Geriatric Syndromes）の一部のデータを用いる。NCGG-SGS は地域在住高齢者を対象とした

コホート研究であり、老年症候群に焦点を当てて認知機能、質問調査等を用いた高齢者機能

健診を実施している。本研究の横断データの解析対象は、6,366 名であり、ライフイベント

の聴取と認知機能検査、フレイル検査が実施できた者とした。また、パーキンソン病、認知

症、うつ病を有する高齢者、要介護認定を受けられいる高齢者を除外した 5,261 名とした。

縦断データの場合、脳 MRI 検査が可能であった 201 名を対象とした。 

認知機能検査は、全般的認知機能検査として MMSE（Mini-Mental State Examination）と、

NCGG-FAT（National Center for Geriatrics and Gerontology-Functional Assessment Tool）

で測定した。NCGG-FAT は word memory、trail making test、symbol digit substitution 

task 等を用いて記憶力、注意力、実行機能、処理速度等の検査を包括的含むバッテリー検

査ツールである。 

 ライフイベントは先行研究を参考とし、最近１年間のポジティブライフイベントとネガ

ティブライフイベントの 11 項目を聴取した。項目内容は、①新しい友人との出会い、②子

供や孫の結婚、③孫やひ孫の誕生、④仕事から引退、⑤配偶者が亡くなった、⑥配偶者の大

きな病気・けが（事故）、⑦親しい親類・家族や友人が亡くなった、⑧大きな病気、⑨引っ

越しなど住む環境が変わった、⑩経済的な困難が増した、⑪家族の介護を始めたとし、「は

い」「いいえ」で質問した。領域別にポジティブライフイベント（①～④）、ネガティブライ

フイベント（④～⑪）に合算した。分析方法としては、フレイルなし群を参照カテゴリーと

した多項ロジスティック回帰分析を実施した。分析項目は、基本属性、疾患認知機能（GCI、

MCI、正常）を用いた。従属変数であるフレイルは、主観的記憶機能の低下、フレイル該当

数、フレイルは Fried らの 1.筋力の低下（Shrinking）2.体重減少（Weakness） 3.主観

的疲労感（Exhaustion） 4.身体能力の減弱（Slowness）  5.日常生活活動量の減少（Low 

activity）を使用した。3 項目以上該当した場合をフレイル、1～2 項目に該当した場合を

プレフレイルと定義した。 

 脳の萎縮度は MRI 撮影（3.0T）により得られた T1 強調画像を用い、VSRAD により内側側

頭部における脳萎縮を定量化して z-score を算出し、対数変換した。 

 

４．研究成果 

対象者は、男性 46.1％、平均年齢は 72.8 歳（標準偏差 6.6）であった。ライフイベント

の回答の上位 5位まで（多い順）みると、新しい友人等との出会いがあった、親しい家族、

友人が亡くなった、孫やひ孫の誕生、仕事からの引退、配偶者の大きな病気、けがが挙げら

れた。 

  n % 



新しい友人との出会いがあった 2427 38.5 

親しい親類・家族や友人が亡くなった 2386 37.8 

孫やひ孫の誕生があった 1092 17.3 

仕事から引退した 859 13.6 

 配偶者の大きな病気・けが（事故）があった 789 12.5 

子供や孫の結婚があった 603 9.6 

大きな病気にかかった 446 7.1 

経済的な困難が増した 436 6.9 

家族の介護を始めた 432 6.8 

配偶者が亡くなった 300 4.8 

引っ越しなど住む環境が変わった 122 1.9 

 

多変量分析の結果、フレイルなしに比べてプリフレイルでは、ポジティブライフイベント

のオッズ比（OR）は 0.86(95％信頼区間（CI）0.80-0.92), P<0.001）、ネガティブライフイ

ベントの OR は 1.2(95％CI 1.13-1.27), P<0.001）であった。フレイルでは、ポジティブラ

イフイベントの ORは 0.83(95％CI 0.72-0.95), P=009）に対し、ネガティブライフイベン

トの OR は 1.47(95％CI 1.34-1.60), P<0.001）であった。 

  

  
OR 

OR の 95% 信頼区

間 p 

下限 上限 

プリフレイル age 1.01 1.00 1.02 0.006 
 positive life event 0.86 0.80 0.92 <0.001 
 negative life event 1.20 1.13 1.27 <0.001 
 女性 0.86 0.77 0.97 0.012 
 心臓病 なし 0.88 0.75 1.03 0.100 
 脳卒中 なし 0.82 0.62 1.07 0.145 
 骨粗しょう症 なし 0.93 0.77 1.11 0.406 
 呼吸器疾患 なし 0.84 0.71 0.98 0.024 
 高血圧 なし 0.83 0.74 0.92 0.001 
 高脂血症 なし 0.97 0.86 1.09 0.564 
 正常 0.69 0.55 0.88 0.003 
 MCI 0.99 0.76 1.30 0.966 

  GCI (ref)     

フレイル age 1.09 1.07 1.10 <0.001 
 positive life event 0.83 0.72 0.95 0.009 
 negative life event 1.47 1.34 1.60 <0.001 
 女性 0.90 0.72 1.13 0.370 
 心臓病 なし 0.72 0.55 0.94 0.017 
 脳卒中 なし 0.65 0.42 1.00 0.050 
 骨粗しょう症 なし 0.72 0.52 1.00 0.049 
 呼吸器疾患 なし 0.77 0.58 1.03 0.074 



 高血圧 なし 0.95 0.76 1.19 0.656 
 高脂血症 なし 0.90 0.72 1.13 0.372 
 正常 0.31 0.22 0.44 <0.001 
 MCI 0.83 0.57 1.20 0.323 

  GCI (ref)     

 

 縦断データの対象者は、ベースラインから２回目の MRI 検査が可能であった 201 名を対

象とした。ベースラインが男性％、年齢 70.3（±6.4）歳に対し、２回目は男性 55.7％、年

齢 74.0（±6.0）歳であった。脳委縮におけるライフイベントの影響について解析した結果、

発生との直接的な関連は見られなかった。ライフイベントの種類やフレイルとの関連等は、

高齢期の家族環境の影響もあると考え、今後、さらなる検討が必要である。 
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